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ポルトガルの文化・社会と経済
長　尾　史　郎
　ポルトガルの社会・文化と経済の関係を，特にそれ
と同国の近代化との関係を調べるという課題の一部と
して，今年度は同国の代表的近・現代思想家であるフェ
ルナンドゥ・ペソア（Fernado　Ant6nio　Nogueira
Seabra　Pessoa［1888－1935］）について調べた。
　彼はどの特定ジャンルにも属さない思想家であり，
かつまた文学者・詩人，評論家でもある。芸術家とし
　　　　　　　　　　　フトウリジモてのペソアは，感覚主義，未来主義，象徴主義など，
一般にモダジニモの詩人であり，この点についてはポ
ルトガルのみならず，イベリア半島ないし南ヨーロッ
パを代表する，国際的に認知された前衛詩人の一人で
ある。
　ペソアはジャンルが多様なだけでなく，実は彼自身
の人格も多様で，幾つもの顔を持っている。彼らはそ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘテロニムれそれもちろん別々の名前を持つ。それらは，「異名」
　　　　　　　　　　ブソイ　ドニム　　　　ペンネ－ムと名付けられ，単なる変名・偽名ないし筆名と呼んだ
のでは片づかない独立性と発達を示すからだ。
　思想家としてのペソアは例えばカント，ヘーゲルタ
イプの哲学者ではなく，むしろ問題関心の範囲やスタ
イルから言ってもパレート，あるいはまたニーチェ，
ショーペンハウエルなどの系統に属するだろう。彼は
決して民主主義者でも近代主義者でもない。むしろ貴
族主義的共和主義者で（彼は自分に貴族とユダヤの血
を主張している一後者は彼のメシアニジモに関わる），
君主主義者で，哲人王を理想とした（実際にそれらし
い文人大統領　　「大統領一王」シドニオ・パイシュ
ー一ｪ誕生し，彼に共鳴したペソアは機関誌まで出し
て支援するが，彼はすぐに暗殺されてしまう）。また，
ペソアは軍事独裁を支持する（ポルトガルにのみ適用
範囲を限ったが）「ファシシタ」でさえあった（ただ
し「純思想的」ではあったが一事実彼は，軍事独裁
の実際に仰天し，サラザール主義という実際の「ファ
シジモ」を見て怯み，殆ど自説を撤回した）。
　ペソアはニーチェやショーペンハウエルにも少なか
らず影響を受け，個人的経歴でもニーチェとの親近性
は大きいし，「超人」としての哲人王の思想もそうだ
（もっとも，ペソアは次第に「超一文学」に近づいて
行ったが）。この側面にはポルトガル人としての特殊
性と切り離せないものがある。
　ポルトガルに「サウダードゥ（saudade）」という
遠方・未知への憧れの心情がある。海外への雄飛は，
単なる経済的切迫では説明の着かない情熱の産物だと
言われる。ペソアはポルトガルの過去のヴァシュコ・
ダ・ガマらによる物理的世界遠征を精神世界で再度，
より上のレベルで実現すること，つまり，物理的空間
には存在しない新インドを求めてスープラ［超］ポル
トガルを建設することを夢み，この運動を〈スープラー
カモーンエシュ〉と呼んだ（カモーンエシュは大航海
時代の幕明けを叙事詩として謳いあげたポルトガルの
シェイクスピアたる人物だ）。
　ペソアに限らずポルトガル人全体にメシアニジモな
いしプロフェティジモ（預言者信仰）があり，それは
特に伝説化されたポルトガル王ドム・セバスティアー
ンオに結びついた「セバスティアニジモ」という形を
採るが，ペソアはこれに独特の理論付けをする。それ
が「第五帝国」の思想だ。過去のギリシャ，ローマ，
キリスト教（この両者はローマ・カトリシジモの支配
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として残存する），イギリスの四帝国に対して，ポル
トガルが盟主となるべき「第五帝国」の理念は，人間
精神を司る知性的，理知的なものと，直観的，神秘的
なものという二つの力の統合だ。このような世界的
「文治」帝国，文化の，言論の帝国の主宰者としてポ
ルトガルが，その首都としてリジボアが擬せられてい
る。そしてフェルナンドゥ・ペソアはこの帝国の予言
者として，密かに自らをその予言者に擬したフシもあ
る。
　思想家としての詩人・文学者は一般にその（「理想
主義的」）極端さないしラディカルな理想主義に価値
があるのであって，彼ないし彼女に現実政治の処方を
期待する者はあるまい。実際政治については，ニーチェ
もペソアも結局は見当違いだったのであって，現実の
解決は結局ロシアもドイッもポルトガル（EUの中で
生活も政治も安定を増してきているように見える）も，
議会的民主主義プラス「資本主義」的市場社会という
極めて散文的な解決が得られているように見えるし，
平均的庶民にとってはそれ以外の解決は余りに苛酷で
あったり，悲惨であったりするだろう。
　なお，今年度の成果の一端は，「教養論集』に発表
した。
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